
第８回
ごみ減量・リサイクル等

推進協議会
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次第

• 会長挨拶

• 令和4年度ごみ量等報告

• ワールドカフェ方式による対話

テーマ「ごみ減量・資源循環に向けて～自分たちができること～」

• その他

2



令和4年度

ごみ量等報告
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令和4年度ごみ量等報告

• 別紙のとおり
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ワールドカフェ方式

による対話
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ワールドカフェとは

• お茶を飲んでくつろいでいるような雰囲気で
会議をすること

• メンバーの組み合わせを変えながら小グルー
プで話し合う
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ワールドカフェ方式のメリット

• 様々な意見を出しやすい

• 気持ちにゆとりを持って話し合いができる

• 相手の意見に自然に耳を傾けられる

• 自分の意見も尊重される

• 一体感を持った対話ができる
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ワールドカフェ方式による対話

• どのような考え方をもっているか

• どういった感情があるのか

• 言葉の意味や価値観を伝え合う・交換し合うこと
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ワールドカフェ方式による対話

• 議論ではなく対話

• 議論は最終的に結論を出すが

対話は言葉の中の価値観を交換する

• 横道にそれ何を話し合っているのか

わからなくなることがあるので注意しましょう

議論

対話

会話

方策
を考える

目的を
共有する

関係性を築く
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ワールドカフェ方式のやり方

• 第1ラウンド（テーマについての探求）

• 第2ラウンド（アイデアのやりとり）

• 第3ラウンド（気づきや発見を統合）

• 全体セッション（集合的な発見を収穫し、共有）
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第1ラウンド（テーマについての探求）

• 意見を書いた付箋を貼っていきます。

• 似たような意見をまとめます。

• 流れ

• 簡単な自己紹介

• テーマについて話し合い
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第2ラウンド（アイデアをやりとり）

• テーブル移動します

（ホスト等テーブルに残る方除く）

• 流れ

• 簡単な自己紹介

• ホストからテーブルでの話し合いの内容説明

• 同様の話し合いを継続
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第3ラウンド（気づきや発見を統合）

• 第1ラウンドと同じ席にもどる

• 移動先で話し合った内容や得た情報などとと
もに、さまざまな意見やアイデアを出し合いま
す。
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全体セッション（集合的な発見を収穫し共有）

• 参加者全体での話し合いの場をつくり、
それまでに出てきたアイデアや意見を全
員で共有します。
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ワールドカフェのルール

• トーキングオブジェクト「話す人が手にもつアイテム」

• 意見を言うとき、話す人がトーキングオブジェクトを
持って話を始めます。話が終わったらテーブルの中
央、元の場所に置きます。
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本日のテーマ

ごみ減量・資源循環に向けて

～自分たちができること～

今まで取り組まれてきたことやこれから取り組みたいことを話し合う
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ごみ減量・資源循環に向けて
～自分たちができること～

• 第1ラウンド（テーマについての探求）

• 簡単な自己紹介

• 役割分担

ホスト、書記、発表

• テーマについて話し合い 20分
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ごみ減量・資源循環に向けて
～自分たちができること～

• 第2ラウンド（アイデアをやりとり）

• 座席の移動（ホスト等テーブルに残る方除く）

• 簡単な自己紹介

• ホストから第1ラウンドの話の共有

• テーマについて話し合い 15分
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ごみ減量・資源循環に向けて
～自分たちができること～

• 第3ラウンド（気づきや発見を統合）

• 元のグループに移動

• 他グループにいった方の報告

• ホストから第2ラウンドの話の共有

• テーマについての話し合い 15分
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ごみ減量・資源循環に向けて
～自分たちができること～

• 全体セッション（集合的な発見を収穫し共有）

• 各グループ発表

• 講評（宮脇先生より）

各5分以内
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その他

アンケート結果について
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Q2:ごみゼロプランの施策の中で特に力を入れていった方
が良い施策を選択してください。

• 1位：プラスチック類の減量及び分別回収・リサイクルのための働きかけ

• 2位：情報紙・市報等による普及啓発・情報提供

• 3位：ごみの減量意識向上に繋がるシステムの導入検討

• 4位：ごみ学習推進プログラム

• 4位：生ごみの更なる減量に向けた取組み

上位の課題を中心に協議会で検討
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Q3:今後、さらなるごみ減量・リサイクルに向けて、協議会
の議題として取り上げた方がよいものはありますか。

• ごみ減量（プラごみ・生ごみ）

• ごみの減量を脱炭素・気候問題と合わせて考える

• 資源回収・リサイクル

• 情報発信内容・手法

• 他自治体・外国の事例

脱炭素・気候問題の視点も持ちながら検討
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Q4:会議の進め方として、このような方法で進めた方が
良いということがあれば教えてください。

• 状況に応じてグループ討議

• トークフォークダンス

• いろいろな手法を試みる

• 現在の進め方でよい

議題に応じて手法を変えていきます
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Q5:ごみ情報誌「エコー」でどのような記事を読みたいです
か。

• 家庭で出来るごみ削減の裏技

• 資源の分別の正誤

• 食品ロス関連

• 日野市のごみ処理の流れ

• その他

読み手が読みたい記事という視点で検討します
25



Q6:その他、協議会に対するご意見があれば、ご記入くだ
さい。

• 有意義な意見交換の場に

• ごみ問題に興味がない方も参加

• 協議会の開催頻度を増やす

• 日野市民の多くが関心を持って取り組む活動を

• その他

ご意見を参考に今後の協議会を検討
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その他

日野市の環境施策

について
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その他（次回について）
令和5年9月28日（木）14：30～16：30

クリーンセンター プラスチック類資源化施設

2階 多目的室
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